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研究課題名「加齢変性に伴う大動脈弁狭窄症の進行に対するクローン性造血を

含む新たなリスク因子の探索のための研究」に関する情報公開 
 
１．研究の対象 
本研究の対象者は、2025年12月31日に名古屋大学医学部附属病院を受診され、心エコー

にて軽度もしくは中等度の大動脈弁狭窄症と診断され,本研究に参加の同意をされた方で

す。 

 
２．研究目的・方法・研究期間 
  本邦は超高齢社会を迎え、健康長寿社会の形成のためには心血管疾患への対策が

喫緊の課題となっています。その中で冠動脈疾患などと共に、心臓弁膜症についても

今後さらなる増加が予想されています。弁膜症としては、主に大動脈弁狭窄症が挙げ

られますが、その主原因は加齢変性であり、治療介入を要する重度大動脈弁狭窄症の

大半が超高齢者になります。治療法としては近年低侵襲である経カテーテル大動脈弁

手術が確立し、従来困難であった例も多くが治療可能となり、その生命予後の改善に

大きく貢献しています。一方、多くの病態進行に関連するリスク因子が同定され効果

的な介入が確立されている冠動脈疾患などとは異なり、大動脈弁狭窄症においては加

齢以外にその寄与因子として確立されたものは無く、進行予防に対して有効とされる

介入対象も未だ皆無とされています。本研究では、大動脈弁狭窄症の進行に関連する

因子を明らかにすることを目的とし、特に近年、炎症の惹起を介して心血管疾患に関

与するとされるクローン性造血にも注目をしています。その結果により、大動脈弁狭

窄症に対する進行予防の効果的なアプローチの開発につながる可能性もあり、本研究

は有用なものになると考えられます。  
 本研究の方法は、研究の対象となる患者さんの背景、病歴、心臓超音波検査の結

果、並びにイベントなどの情報を前向きにカルテ情報から収集します。また本研究参

加中には、血液検体を採取の上、個人が特定されない状態で保存させていただきま

す。採取した血液検体を用いて、血液中の炎症性サイトカインの計測や、DNAを抽出
しクローン性造血の原因遺伝子である遺伝子異常の有無や程度を確認します。診療情

報と共にこれらの検体は、将来的に、新規の研究のためなどに使用される可能性があ

ります。 
 
研究期間：実施承認日 ～ （西暦）  2027年  12月  31日 
 



 

 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 
 試料:  血液（上乗せ）10mL（採血 1回） 情報：病歴、治療歴、検査歴 等 
 
４．お問い合わせ先 
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 
また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。ただし、学会発表や

論文出版の後ではお申し出の情報を除去できない事があります。 
 
照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 
名古屋大学大学院医学系研究科 循環器内科学 
〒466-8550 名古屋市昭和区鶴舞町 65 
TEL052-744-2150   FAX 052-744-2138 
担当者：田中哲人 
 
研究責任者： 
名古屋大学大学院医学系研究科 循環器内科 

教授  室原豊明 

 
 


